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【本号のトピックス】

第 49 回学術大会迫る，平成 30 年度各種専門資格合格者，
臨床技術向上講習会報告，KAOMI参加報告，研修施設紹介など

第 49 回日本口腔インプラント学会学術大会開催の挨拶
大　会　長　城戸　寛史

福岡歯科大学 咬合修復学講座 口腔インプラント学分野 教授

近年，インプラント治療におけるデジタル技術をは
じめとする新たなテクノロジーの導入が急速に進んで
います．そこで，「インプラント治療が拓く未来―ス
キルとテクノロジーの融合―」というテーマを掲げ，
2019 年 9 月 20 日～ 22 日の日程で日本口腔インプ
ラント学会第 49 回学術大会を福岡で開催いたしま
す．会場は福岡国際会議場および福岡サンパレスホ
テル & ホールです．

本学術大会ではスウェーデンからイエテボリ大学
のLars Sennerby 教授とベルギーからリエージュ大
学のEric Rompen 教授をお招きし，特別講演を予定
しています．また，「骨再生・骨造成の科学」，「インプ
ラント治療前に望まれる前処置とその意義」，「インプ
ラント上部構造としてのジルコニア」，「インプラント
関連手術の長期予後と最前線」をテーマとして4 つの
企画講演を行います．さらに，「欠損の原因から包括的
にインプラント治療を再考する」，「暦年齢と健康寿命
からインプラント治療を再考する」，「インプラントの
撤去基準を多角的に考える」，「保険適応インプラント
の現状と課題，そして将来展望」，「超高齢化社会での
インプラント治療で注意すべき点は？」，「デジタル時
代のinterdisciplinary dentistry」というテーマで6 つ

のシンポジウムを企画しました．
例年開催されている「BACK TO THE BASICS」で

は，5 名のエキスパートの講師からインプラント治療
に必要な基本事項について解説して頂きます．コデン
タルスタッフを対象とした企画として「専門歯科衛生
士教育講座」，「専門歯科技工士教育講座」等を行いま
す．その他にも魅力のある講座やセミナーを多く企画
しています．プログラムの詳細は大会ホームページ＊

でご確認ください．
本学会の大会参加申し込み（事前登録）は，第49 回

学術大会ホームページ＊で8 月1 日（木）まで受付いた
します．また，本大会では，事前登録者の特典として，
7 月上旬よりランチョンセミナーの受付を行います．

9 月下旬の福岡は真夏の暑さも一段落し，博多三大
祭りの筥崎宮放生会が催され，秋の味覚が楽しめる時
期となります．多くの方のご参加をお待ちしておりま
す．9 月はラグビーワールドカップが開催されますの
で，宿泊施設の確保が難しくなる可能性があります．
早めのご手配をお願いいたします．

＊第49回学術大会ホームページ
  http://jsoi2019.com/
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・（旧）インプラント再建歯学研究会　藤野　茂
　⇒（新） インプラント再建歯学研究会　八木原淳史
・（旧） 日本歯科大学新潟病院口腔インプラント科 

渡邉文彦
　⇒（新） 日本歯科大学新潟病院口腔インプラント科

廣安一彦
・（旧） 公益社団法人日本歯科先端技術研究所 

簗瀬武史
　⇒（新） 公益社団法人日本歯科先端技術研究所 

奥森直人
・（旧） 佐賀大学医学部歯科口腔外科学講座 

後藤昌昭
　⇒（新） 佐賀大学医学部歯科口腔外科学講座 

山下佳雄

平成 30 年度研修施設長名変更

・（旧）朝日大学歯学部附属病院口腔インプラント科
　⇒（新） 朝日大学医科歯科医療センター口腔インプ

ラント科

・（旧）愛知インプラントセンター
　⇒（新）愛知インプラントインスティチュート

平成 30 年度研修施設名変更一覧

・（旧） 広島大学病院口腔インプラント診療科 
赤川安正

　⇒（新） 広島大学病院口腔インプラントセンター　
武知正晃

平成 30 年度研修施設長，施設名変更一覧

指導医合格者
梅原一浩　（東北・北海道）
上林　毅　（東北・北海道）
小倉　晋　（関東・甲信越）
北村　豊　（関東・甲信越）
月岡庸之　（関東・甲信越）
藤井秀朋　（関東・甲信越）
渡辺泰典　（関東・甲信越）
赤木　誉　（近畿・北陸）
斉藤貴司　（近畿・北陸）
礒邉和重　（中国・四国）
木原優文　（九州） （以上 11 名）

専門医合格者
▼東北・北海道支部
飯沼英人，折祖研太，川口太郎，高橋秀典，
樋口昌男，松梨　寛，森　憲弥，依田信裕
▼関東・甲信越支部
甘利佳之，板野　賢，市橋満里子，井原雄一郎，
岩城正明，植松裕雅，内堀健二，小川　信，
小田由香里，小野兼義，小野里元気，河野　出，
小林正義，小原澤友伸，坂本　圭，澤口通洋，
高見澤一伸，高良　巖，丹谷聖一，津川順一，

成島琴世，樋口一敏，山口菊江，吉田光孝，
米本久史
▼中部支部
加藤時規，児島俊彦，鈴木憲一，辻　吉純，
寺倉　健，成田潔治，野原栄二，夫　才成，
古橋匡文，牧野路生，安川恒平
▼近畿・北陸支部
石原　昇，稲田信吾，上田吉松，大谷昌宏，
木村基士，黒田泰志，小室美樹，西垣　勝，
古森　賢，山口智明，和久雅彦
▼中国・四国支部
武田聡史，林　幸央，三野卓哉
▼九州支部
石松　朗，田品寛樹，田中謙光，谷口祐介，
柄　慎太郎，徳永哲彦，西　琢磨，向坊太郎，
山口雄一郎 （以上 67 名）

専修医合格者
▼東北・北海道支部
佐藤　潤
▼関東・甲信越支部
金塚文子，齋藤雪絵，蔦木洋平，中山亮平，
林　幹智，森田荘一朗，安田太郎

平成 30 年度各種専門資格合格者
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▼中部支部
髙須晃太，夫馬吉啓
▼近畿・北陸支部
菅田真吾，高田光彦，田中麻紀，戸尾善哉
▼九州支部
神村由紀，篠原綾乃，宮園香樹 （以上 17 名）

ケースプレゼンテーション試験合格者
秋山謙太郎，淺井知宏，浅賀勝寛，浅海友文
麻生幸男，足立真基，阿部公成，荒木　淳
五十嵐健輔，礒部雄二郎，稲垣翔一，乾　琢眞
伊山舜吉，入江英彰，上松晃也，江頭伸行
大西健祐，大平　晃，大森　実，大山洋子
岡村知彦，岡本康宏，岡　泰弘，小川秀仁
小川　真，小川雅子，尾崎忠克，垣内優一
鍵山富希，春日井仁丸，片岡英里，片岡良浩
片山翔一，勝俣　弾，勝山裕子，加納絵梨子
河合邦彰，河合毅師，河合正樹，川崎智泰
河崎真也，金　東淳，久後佑介，楠　和也
倉内美智子，黒嶋伸一郎，劒持正浩，越沼伸也
小島亮人，小島康佑，後藤光三，小早川美輝
小林孝誌，小林茉莉，今　敬生，坂田純一
坂本義浩，佐川秀樹，佐々木一喜，佐々木圭太
佐々木宗輝，芝崎龍典，柴田典信，下山智子
白重豊英，新海正碁，杉岡伸悟，鈴木章弘
須長　敬，関口昌宏，関根大介，添田博充
髙橋　潤，武田吉裕，田代周平，多田博昭
多田祐介，田中健久，田中博子，谷野　康
地川弘一，蔦川裕来，壺内　豊，積田光由
手代木崇，手代木悠太，寺澤真祐美，寺西祐輝
徳山裕輔，戸谷孝洋，友成隆之，中川敬史
中川智仁，中川瑠奈，長澤麻沙子，中谷　徹
中矢賢史，中山雪詩，生井友農，野代知孝
野本翔太，野本冬歌，羽毛田匡，林　祥太
林　泰生，林　徹，原田博文，引間　新
樋口敬訓，檜山成寿，平田　誠，平野信実
深堀真司，福田真之，藤井政樹，古川丈博
古橋明大，北條彩和子，堀　聖尚，本荘真也
前川雄紀，増田勝彦，松下純也，松田　哲
松永和幸，松山文樹，三木康史，水口　隆
光本和世，南　伸也，宮尾忠一，宮城勇大
宮崎さゆり，村岡卓也，守内大剛，森下泰弘
柳沼孝謙，八島章博，安岡はるか，矢田孔太朗
山崎誠也，山根晃一，山根茂樹，山林一公
山本清作，横山　穣，吉岡裕也，吉武義泰
吉村麻里奈，渡邊恒明 （以上 150 名）

インプラント専門歯科衛生士合格者
▼東北・北海道支部
鎌田侑希，小林由紀，佐竹朋香，政岡　彩
水上尚子
▼関東・甲信越支部
赤城鞠沙，阿部美智，新井美咲，飯島美穂
井上友美，内海麻衣，宇夫方雅代，榎本友香
蕪木聡美，川崎千晴，菅野麻耶，小池桃子
佐々木彩子，清水　茜，高橋則子，高橋真子
高橋みどり，谷岡眞実，徳増奈央美，永　安沙実
永野　梢，野上亜矢子，林　明花音，深見英莉
福田瑛理香，福地　茜，布施舞子，舟坂瑞穂
細川智代，堀田直花，増田美咲，山口章子
山田尚子
▼中部支部
伊藤さゆり，小沢奈央，桑原梨沙子，清水　綾
千賀美穂，中倉優子，生井エリナ，橋本陽子
村松亜耶，安井佐都子
▼近畿・北陸支部
浅海真保，植松真由，大野真己子，岡　美里
佐野沙織，関口香奈子，峠谷実保，長尾樹里
古川美都子，前原友香，松井真菜美，美崎昌江
南　里佳
▼中国・四国支部
河村真沙美，塩飽鮎美
▼九州支部
秋山花菜絵，下田恵子，徳美　愛，中竹由紀子
馬場　渚，前泊麻衣，松田みなみ，安波亜理沙
 （以上 71 名）

インプラント専門歯科技工士合格者
▼東北・北海道支部
大江利和
▼関東・甲信越支部
青木威士，今村みちる
▼中部支部
中倉裕博，山口　渉
▼近畿・北陸支部
井土桂介，十河厚志，田中利哉，田中雄介
増田長次郎，山下恒彦
▼中国・四国支部
寶口智士
▼九州支部
草野洋平，ザルスキー泰子 （以上 14 名）
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本年 3 月 24 日（日）に日本歯科大学８F「富士見ホー
ル」において，第 35 回口腔インプラント専門医臨床
技術向上講習会が開催されました．平成 30 年度のメ
インテーマは「インプラント問題症例の対応につい
て ─特にメインテナンス期におけるリカバリー処置
について─」であります．今回はそれに加えサブテー
マとして，「明日から実践できる診察・検査・診断と
対処法」を掲げ，より臨床に生かせる内容になるよう
に計画をいたしました．それでは今回の開催の概要に
ついてご報告させていただきます．

当日は，年度末の忙しい時期ではありましたが，
281 名と多くの先生方に参加していただきました．

プログラム通りに朝 9 時の開講式より講習会が始
まりました．司会は小倉晋教育・研修委員が務められ，
まず開講の挨拶を近藤尚知教育・研修委員長よりいた
だきました．

開講式後に「はじめに」として，私の方から今回の

メインテーマとサブテーマに関する概略をお話ししま
した．また 3 月に公表された国民生活センターの発表
について説明しました．今回の発表では，特に下歯槽
神経障害や上顎洞炎などによる後遺症により，病悩期
間が長期にわたっている症例があることが報告されて
いました．またインフォームドコンセントに関する問
題は多岐にわたって報告されていましたが，特に目に
ついたのはメインテナンスの重要性について説明を受
けていないため，必要がないと考えている患者さんが
いるという事項でした．そのため今一度治療前からの
説明に，メインテナンスについての必要性を入れるこ
とを忘れずに行うことが重要であると思われました．

次いで，当大学の上田一彦先生より補綴学の専門家
の立場から長期獲得を得るためのポイントについて講
演していただきました．日本歯科大学新潟病院口腔イ
ンプラント科にて経験した問題症例を通して，その要
因の考察とリカバリー処置をどのように考え進めたか

公益社団法人　日本口腔インプラント学会
第 35 回口腔インプラント専門医臨床技術向上講習会報告

日本歯科大学新潟病院口腔インプラント科
廣安一彦

開催会場

講師の日高豊彦先生

参加者から講師への質問

全体ディスカッションの様子
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2019 年 6 月 9 日に，福岡市の九州大学歯学部に
おいて，第 36 回口腔インプラント専門医臨床技術向
上講習会が開催されました．本講習会は福岡での開催
でありましたが，九州の各地からお見えになった九州

支部の先生方に加えて，他の支部からの参加者を含め，
171 名の先生方にご参加いただきました．当初の予定
では 150 名程度の講習会を予定しておりましたが，
参加希望の先生方が多くいらっしゃり，当初の予定よ

公益社団法人　日本口腔インプラント学会

第36回口腔インプラント専門医臨床技術向上講習会報告
九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座

クラウンブリッジ補綴学分野
（教育・研修委員会委員）

荻野洋一郎

を文献からの考察を交えて提示していただきました．
最近では MI の考え方から，グラフトレスでの治療が
盛んとなってきているが，特にショートインプラント
症例を提示し，その有効性や危険性についても話をし
ていただきました．

次に当大学の佐藤　聡先生より歯周病の専門家の
立場から，インプラントの長期的な維持・管理につ
いて講演していただきました．問題となっているイン
プラント周囲炎について，天然歯の歯周疾患との比
較により，わかりやすく説明していただきました．イ
ンプラント特有の歯周組織の状態があり，ポケット
形成からその可逆性変化が困難であることが提示さ
れました．そして長期的に良好な予後を獲得するに
は，天然歯を含めた口腔内全体の衛生環境を良好な
状態で維持し続けることが求められることを説明い
ただきました．

ここで午前の講演が終了し，45 分の短時間ではあ
りますが，昼食休憩を取り，午後の講演が開始となり
ました．午後は日高豊彦先生の講演から始まりました．
日高先生はご存知の通り，審美治療の専門家であり，
その立場から審美領域における長期予後獲得要件と
各種問題症例の解決方法について講演していただきま
した．豊富な臨床経験の中から問題症例となった原因，
対処法について詳しく提示していただきました．特に
軟組織形成術については，手術手技が確立してきてい
るが，その中でも結合組織移植のための移植床の形成
では結合組織内の剥離が適正にできていれば，血流豊
富な部位でもあり固定は厳密に縫合する必要はなく，
予後予測が可能な手技であることなど，細やかなテク
ニックについてもご教授していただきました．

次いで近藤尚知先生のインプラント周囲炎への治療
法について講演していただきました．近藤先生は周囲
炎に対する外科的手法として，汚染されたインプラン
ト体表面のデブライトメント施行後に，同側の下顎大
臼歯外側部から皮質骨を採取し，周囲に填塞し骨の回
復を図る手技について細かく説明していただきまし
た．まだ経過観察中であるとはいえ，インプラント周
囲炎に対する積極的で有効なアプローチ法は確立され
ていない現状を考えると，とても有効になりえる治療
法ではないかと考えられました．

最後に矢島安朝先生よりインプラント撤去基準の提
案と討論と題して講演していただきました．これまで
なかなか触れられることのなかったインプラント撤去
の基準について，東京歯科大学案としてですが，提示
をしていただきました．今後は学会としても撤去基準
を作成し，公表する必要性を感じました．講演ではあ
りましたが，途中から受講者の先生方との熱いディス
カッションも行われました．受講者の先生方のアン
ケートでも反響が大きく，今後も引き続き検討してほ
しいとの要望も多くみられました．

最後に受講者の先生方から各先生への質問表に対
して，私と小倉先生が座長として全体ディスカッショ
ン後，修了式を行い，修了証の授与をもって全プログ
ラムを終了いたしました．

最後になりますが，お忙しい時期に参加していただ
いた多くの先生方，素晴らしい講演をしていただいた
演者の先生方，また開催にあたり事前準備から当日の
進行にわたり尽力していただいた事務局および日本歯
科大学の先生方に深謝いたします．
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りも多くの先生方にご登録いただいたために，会場が
やや手狭であったことは大変申し訳なく思っておりま
す．しかし，参加された先生方の学習意欲や講師の先
生方の熱意ある講演に非常に価値のある講習会となり
ました．

本年度の講習会のメインテーマを「超高齢社会にお
いて専門医に求められるインプラント治療」，またサ
ブテーマを「インプラントの長期安定のため知ってお
くべきこと」として，企画運営を担当する教育・研修
委員会（近藤尚知委員長）でもそれに準じた演者を選
定いたしました．このテーマは現在のインプラント治
療を取り巻く環境を踏まえましても専門医として対応
が求められる時代が来ているのでは，と感じておりま
す．

当日は，本講習会の司会進行を九州大学病院再生
歯科・インプラントセンターの松下恭之先生に務めて
いただき，近藤尚知委員長からの開会の挨拶に引き続
き，九州大学病院再生歯科・インプラントセンターの
センター長でもあります古谷野潔先生より超高齢社会
の現状や高齢者に対するインプラント治療の問題点，
壮年期にインプラント治療を受けた患者が高齢者と
なって生じる問題点，要介護となって生じる問題点に
ついて社会的背景を踏まえて解説をいただきました．

続きまして，九州支部の田中秀樹先生には「長期安定
性を獲得できる補綴装置の特徴とこれから考慮すべき
注意点─高齢者に対する配慮─」と題し，ライフステー
ジに合わせた補綴学的対応について多くの臨床例を通
して複数の観点から解説いただきました．九州支部の
林美穂先生から「リスクや変化を視野に入れた超高齢
社会におけるインプラント治療」といったテーマでご
講演いただき，経年的変化を考慮したメインテナンス
の評価法や対処法について，オーラルフレイルなど高
齢者が抱える問題を詳細にご講演いただきました．引
き続き，九州支部の佐々木匡理先生から「MRONJ 発
症の現状，予防，対応」というタイトルでご講演いた
だき，今後増加していくことが考えられる顎骨壊死の
疫学，予防，対応について本会専門医に求められる知
識や手技を解説いただきました．昼食の休憩をはさみ，
午後からは同じく近年問題となっているインプラント
周囲炎に関するテーマで九州支部の三浦真由美先生に

「インプラント周囲炎のその対応」と題し，歯周病専
門医の立場から歯周疾患との共通点や相違点，その対
応について多くの臨床例を通してご講演いただきまし
た．その後，九州歯科大学口腔再建リハビリテーショ
ン学分野の正木千尋先生には「インプラントの偶発症
とその対応─訪問歯科診療を見据えて─」というタイ

近藤教育・研修委員長のご挨拶

満席の会場

全体ディスカッション

修了証配布の様子
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トルでご講演いただきました．正木先生は 2018 年日
本口腔インプラント学会誌に掲載されたポジション
ペーパーである「訪問歯科診療におけるインプラント
のトラブル対応」をご紹介され，偶発症の種類を分類
し，インプラント体の除去を効率的かつ低侵襲に行う
のか，スクリュー破折をはじめとする上部構造の問題
症例における対応について使用された器具を提示し，
詳細に解説いただきました．最後の演者である九州支
部の森永太先生には「高齢インプラント患者の現状と
問題点─高齢患者に対するアンケート調査より─」と
題し，高齢者へのインプラント治療の 20 年以上の長
期経過の臨床例を提示され，それぞれ詳細に高齢者の
特徴を考慮したインプラントや残存歯の状態を含めた
咬合支持の重要性について解説していただきました．
その後，会場からの質問をもとに全体ディスカッショ
ンを座長の古谷野先生の進行で行い，講演の内容に対
しての会場からの疑問点を整理，また，講演では時間
制限のためにご紹介されなかった内容や講師の先生方
のご意見をご発言いただき，講演を通して参加者の先

生方の現場でのニーズについても整理することができ
たように感じられました．時間制限があり，すべての
内容についてディスカッションができませんでしたこ
とはこの場を借りてお詫び申しあげます．

日曜日をほぼ丸一日かけての講習会であった上に冒
頭でも申し上げましたように教室が手狭の中での開催
となりましたが，本講習会がこのように盛況に終了で
きましたことは，参加者の先生方の熱意に加えまして，
現在のインプラント治療の背景に即した講師の先生方
のご講演が大変意義あるものであったのだと感じてお
ります．この場を借りて，参加していただいた先生方，
講師の先生方の御協力，御尽力に心から御礼申し上げ
ます．また，教員・研修委員会の近藤委員長をはじめ
スタッフとして御協力いただきました委員の先生方，
当日スタッフの先生方，ならびに事務局スタッフの皆
様に改めて感謝申し上げます．今後も本研修会がこの
ように意義ある開催となりますことを祈念いたしまし
て本講習会のご報告とさせていただきます．

2019 年 3 月 9 日，10 日の２日間，韓国ソウル特
別市広津区にある世宗（セジョン）大学で第 26 回
The Korean Academy of Oral & Maxillofacial 
Implantology（KAOMI）学術大会が開催され，国際
委員長の堀田康記先生と私の２人が参加しました．

堀田先生はメインシンポジストの一人として講演を
されました．会場には講演会場が２会場，企業展示
会場１会場があり，海外演者の場合，英語→韓国語
の同時通訳が行われていました．日本を含む９か国
の海外参加があり国際色豊かな雰囲気でした．企業

第26回 The Korean Academy of Oral & Maxillofacial 
Implantology（KAOMI）

学術大会参加報告
国際委員会委員

伊藤幸司

左から著者，KAOMI会長の Young Ku先生，堀田康記国際委員長 堀田国際委員長の講演
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展示会場には約 30 社の出展があり，一般演題はポ
スター発表のみで 23 演題ありました．23 演題中
80％は英語での発表であり，国際誌への投稿を視野
に入れた発表という印象を感じました．日本語が堪
能な韓国の先生も多く，President の Young Ku 先生

（ソウル大学歯学部歯周病学講座教授）をはじめ，役
員の先生方と終始和やかムードで交流することがで
きました．韓国の歯科事情について質問したところ，
現在韓国の歯科医師数は約３万人，公的保険の制度
がありインプラントは 65 歳以上で部分欠損に 2 本
まで公的保険が適応されるそうです．

韓国におけるインプラントに関する主な学術団体
は，今回参加した KAOMI，その他に The Korean 
Academy of Implant Dentistry と The Korean 
Academy of Osseointegration の３つがあり，その

中でも KAOMI の会員数は 6,278 名で最も会員数の
多い学術団体だそうです．現在，JSOI は韓国の団体
と学術協定は結んでおりませんが，これを機に学術
交流が盛んになればアジアのインプラントの学術発
展に繋がると思われます．日本から飛行機で僅か２
時間の距離ですので，是非，会員の皆様のご参加を
お勧めいたします．
The Korean Academy of Oral & Maxillofacial 
Implantology （KAOMI）について
創立日　1994年
会長名　Young Ku DDS, Ph. D.
会長所属　ソウル大学歯学部歯周病学講座（教授）
学会会員数　6,278名（歯科医師のみ）
専門医制度　あり（学会による認定）　現在　652名

昭和大学歯科病院
 施設長　尾関雅彦

インプラントセンター長　宗像源博

　昭和大学歯科病院におけるインプラント治療は，ス
ウェーデンのイエテボリで行われたブローネマルクイ
ンプラント講習会を 1986 年に現在のインプラント歯
科学講座主任教授である尾関雅彦先生，1987 年に倉
地洋一先生（2004 年に初代インプラント科科長に就
任）が受講後に始まりました．その後，日本における
インプラント治療の普及に対して，現日本口腔インプ
ラント学会理事長である宮㟢隆歯科理工学教授の発
案のもと，昭和大学歯科病院インプラントセンターが
2009 年に岡野友宏病院長を初代インプラントセン
ター長として発足し，その後，尾関雅彦教授（2009
年～ 2019 年 3 月まで）によりシステムの構築と適応
症の拡大がなされ，本年 4 月からは昨年 6 月に着任
した宗像源博准教授がセンター長を引き継ぎました．
　現在，昭和大学歯科病院インプラントセンターはイ
ンプラント歯科を中心として，日本口腔インプラント
学会指導医６名の指導体制にて，インプラントの診査
診断およびシミュレーション，サイナスリフトや骨移
植，ガイデットサージャリー等の外科手術，オーバー
デンチャーや即時荷重も含めた補綴治療，インプラン
ト周囲炎に代表されるトラブルのリカバリーからメイ
ンテナンスに至るまでの診療を看護師および歯科衛生

研修施設紹介
士，歯科技工士との連携のもと行っております．また，
毎週月曜朝 8 時にはインプラント歯科，補綴歯科，
高齢者歯科，歯周病科，口腔外科，放射線科とのイン
プラント関連手術に関するインプラントセンター合同
カンファレンスを行っております．ここでは翌週に予
定しているインプラント症例に対して，全症例シミ
レーションソフトを用いてのプレゼンテーションを実
施しており，安心安全なインプラント治療が実施でき
るように様々な分野の専門家も含め活発な意見交換を
行っております．
　さらに，昭和大学歯科病院では，各科の特色を活か
した治療と研究を行っています．たとえば，補綴歯科
では光学印象や CAD-CAM 等のデジタルを活かした
インプラント補綴治療や IARPD も含めたインプラン
トオーバーデンチャー治療，高齢者歯科では超高齢社
会に対応したインプラント術前術後の咀嚼機能検査や
口腔機能低下症検査の実施，口腔外科では保険導入
された顎骨支持型補綴装置に伴う顎骨再建後および
唇顎口蓋裂患者の骨移植部へのインプラント治療，イ
ンプラント歯科では All-on-4 に代表される即時荷重イ
ンプラント治療やサイナスリフト，埋入位置や埋入方
向の状態をリアルタイムに反映したダイナミックナビ
ゲーション手術，インプラント周囲炎やスクリューの
破折，他院インプラントトラブルも含めたリカバリー
治療を積極的に行っております．
　また，様々なシミュレーションソフトを駆使して，
それぞれの特性を活かしたガイデットサージャリーの
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設計をおこなう「インプラント治療シミュレーション
ルーム」の開設（2019 年 4 月より）や，ガイドも含め
たインプラント補綴装置を歯科医師および院内技工士
が設計および作製する種々の CAD-CAM 機器を設置
した「昭和大学デジタルラボラトリー」を技工室に設
置し，さらなるインプラント治療の適応拡大と安全・
安心なインプラント治療を目指して頑張っております．

一般社団法人
横浜口腔インプラント研究会

 施設長　山﨑　裕

　横浜口腔インプラント研究会は，神奈川県，特に
横浜に研修施設があって欲しいという多くの先生方
からの要望により，神奈川県内で初めて 2012 年に
学会指定研修施設として認可されました．認定時に
は，野村隆祥施設長と新井髙会長でスタートし，
2015 年には一般社団法人化しました．2018 年には
山﨑裕施設長，加藤道夫理事長，日高豊彦顧問を迎え，
鶴見大学の佐藤淳一先生，川原淳専務理事と共に認
定講習会をリニューアルしました．
　一般社団法人横浜口腔インプラント研究会の認定
講習会は，現在役員以外も「ペリオドンタルマイク
ロサージェリー」鈴木真名先生，「CGF・AFG 応用
と実習」洪性分先生，「X 線による診断と解剖」小林
馨先生，「インプラント治療におけるトラブル症例と
対策」松浦正朗先生，「インプラント併発症とその対
策 ・救急病院の最前線」今村栄作先生，「骨の代謝」
上條竜太郎先生，「術前診察・検査と術中管理のポイ
ント」砂田勝久先生，「CAD/CAM による上部構造の
製作」歯科技工士間中道郎先生，「インプラントと天
然歯の予防」歯科衛生士藤森直子先生など多彩な講
師陣が名を連ねています．アンケート調査の結果で

　昭和大学歯科病院では患者のニーズに合わせ，
2017 年より土曜日の終日診療と手術を行ってきまし
たが，2019 年からはさらにハッピーマンデーとゴー
ルデンウィークの診療・手術も開始いたしました．こ
れからも患者さんに満足していただける日本一の歯科
病院・日本一のインプラントセンターを目指して日々
精進して頑張ってまいります．

は「基礎から応用まで幅広い講師陣がいる」と好評で
あり，特に下田信治先生の「人体解剖見学」に人気が
あります．実習では，採血，笑気麻酔の体験，BLS，
エピペン，クイックトラック，インプラント除去，
ガウンテクニック，切開・縫合，歯肉移植，骨移植
などがあり，特に多くのインプラントシステムが組
み見込まれている為「沢山のシステムが学べ満足」と
受講者の評価も高い評価を得ています．
　月に 1 度の例会は基本的には木曜日の夕方行って
おりましたが，会員の希望により日曜日の開催も始
めました．誰もが無料で参加できるため，スタッフ
一同で受講する小原啓子先生の「治療をスムーズに
行うために 5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）に取
り組もう」や尾谷幸治先生の「どうして患者は話を聞
かないのか？」，歯科技工士も参加した荒井昌海先生
の「デジタルデンティストリー 」，脇智典先生の「歯
頸線の位置を変えるために出来ること , 歯頸線の位
置を変えないためにすべきこと」，竹島明道先生の「イ
ンプラント体は動くのか？」など，歯科衛生士を講
師に迎えるなど認定講習会では学べないテーマで研
鑽に励んでおります．
　当研究会の大きな特徴としては，歯髄幹細胞を使
用した骨造成のインプラント治療の臨床応用を，研
修施設である船洲会歯科診療所で今年実施予定です．
この研究については，2020 年 1 月に開催する一般
社団法人横浜口腔インプラント研究会主催第 6 回学

早朝カンファレンスの風景 インプラントシミュレーションルームの開設
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術大会でも報告する予定になっております．
　最先端の研究だけでなく，インプラント治療を安
全に臨床に取り入れていけるよう，先生やスタッフ

が当研究会で学べるように工夫していきたいと思い
ますので，一般社団法人横浜口腔インプラント研究
会をよろしくお願いいたします．

QRコードによる学術大会等出席管理システム移行のご案内
　これまで，当学会では本部・支部学術大会，各種教育講座等の出席管理に会員証（磁気ストライプカード）
による単位登録を行ってまいりましたが，出席管理においてカード情報の読み取りができない磁気不良カー
ドの発生が報告されており，運営上の支障をきたし，会員の皆様にはご不便をおかけしていたことと存じます．
　このたび，出席管理の見直しが早急な課題であると受け止め，現在の会員証での単位登録を廃止し，QR コー
ドを導入することにいたしました．
　会員マイページ内の QR コードと氏名の表示画面を提示することによってカードレス化が可能となり，学
術大会等の出席管理において会員証の携帯が必要なくなり，会員の皆様にはモバイル化による利便性の向上
となります．表示画面を印刷してご持参いただいても結構です．
　なお，このシステムは 2019 年 10 月以降の支部学術大会より試験運用を行い，2020 年度より本格導入
予定です．

【単位登録について】
　会員マイページログイン後，QR コード表示画面がございます．モバイル端末で保存した QR コードを画面
に表示いただくか，印刷してご持参ください．単位登録を円滑に行うために事前のご準備をお願いいたします．

◇画面イメージ

【会員マイページへのログイン】
　会員マイページには，当学会ホームページ（http://www/shika-implant.org/） の「会員マイページ」からア
クセスし，ログイン画面に「ID（6 桁の会員番号）」と「パスワード」を入力してください．パスワードがご不
明の場合は，同画面より再発行のお手続きを行ってください．パスワードの再発行にはお時間をいただく場
合がございますので，事前にログインいただくことをお勧めいたします．
　会員の皆様にはご理解とご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます．

※会員マイページは 2014 年度に開設され，同年 7 月に会員マイページのログインに必要な「ID（6 桁の会員番号）」，
「仮パスワード」を郵送しております．それ以降にご入会された方には随時ご案内させていただいております．

※会員マイページより，住所変更および学術大会参加歴，各種教育講座参加歴等の照会が行えます．
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新入会者紹介

▼東北・北海道支部
（北海道） 猪股慶久， 上田慶大， 大橋良二
大廣洋一， 川岸達史， 川原健介， 桑名果歩
小久保左和子，小久保幸宏，佐藤公哉，清水重善
中道祥之， 平沖匡志， 藤井彩貴， 眞弓佳代子
村守樹理， 谷内田　渉， 山中大寛， 若林真央

（岩手県） 岡本真実， 小木田勇馬， 佐々木渓斗
深澤雄飛， 吉田大地， 渡邉陽向

（宮城県） 泉田一賢， 井本和宏， 遠藤優子
大室友美絵， 梶田倫功， 高橋恵一朗， 高橋　実

（山形県） 赤塚裕美， 笹原庸由
（福島県） 安楽英莉， 岡　聡光， 菅沼勝太
諏訪邑子， 南波春佳， 細谷洋平

▼関東・甲信越支部
（茨城県） 池田大造， 井上　裕， 大槻里実
岡田隆策， 立原正仁， 中根裕紀， 根本弘二
古木　要

（栃木県） 加藤　徹， 齋藤正浩
（群馬県） 関　亜由美， 田邊博亮， 村田陽一
矢島久美子

（埼玉県） 青山明弘， 新井真琴， 石黒佑衣
岩本美幸， 内田有希， 大沼昭彦， 奥平三那子
小野沙織， 菊地孝之， 金　宏圭， 櫻田　尽
篠原美奈子， 杉　幸恵， 鈴木佑介， 高山美穂
田中香苗， 中川信博， 中山明子， 福田　淳
星野早紀， 三村晃司， 宮部佑香， 矢口剛宏
山本美奈子， 李　公介， 渡辺秀紀

（千葉県） 青柳寛子， 秋元那佳子， 飯塚紀仁
五十嵐理紗， 生地拓也， 石川弥生， 出井啓友
伊藤　洋， 内田貴之， 海野　航， 榎本玲奈
甲斐教郎， 梶原健太郎， 木村ゆかり， 桑島　彩
小松京平， 坂本彩耶， 澤　裕一郎， 白井朋之
末次里沙， 髙本理敏， 田川えりか， 田中菜美
辻　まこ， 土持智志， 中村紗也， 奈良倫之
沼田康正， 長谷川沙織， 花岡玲緒
バワールウジャール，堀口僚介，　松上佳亮

宮内　恵
（東京都） 秋田大輔， 秋葉信晶， 浅井瞭汰
浅野高生， 足立芳洋， 新井稔秀， 荒川大地
蟻川和弘， 飯島尚子， 飯田敏朗， 飯塚広樹
飯沼陽平， 五十嵐舞子， 石井康太， 石川宗武
石田優馬， 石塚友則， 石塚美保， 一木俊吾
伊藤　優， 伊藤　泰， 井上渓太郎， 猪子佳恵
井畑有紀子，井本大智，岩崎真理子
大川　穣，太田　慧，大竹　亮，大塚麻代
大塚雄一，大野貴子，岡　篤志，岡　恭平
小川歌穂，小野真利子，小野田美佳，賀川千瑛
笠井大平，柏木　悠，加藤一希，家持　剛
河内絵理，川端梨那，菊池雄太，木村晃也
木村文晃，木村将敏，黒田翔太，孝橋裕夏
小林　歩，小柳昌央，佐藤　潔，佐藤　聡
佐藤博紀，佐藤宏美，佐藤美奈，白橋知幸
菅谷悠介，杉内友謙，鈴木紗知子，鈴木智大
砂岡直樹，田賀琢也，髙橋正寛，田代彩乃
田畑寛治，田淵　和，千原ひかり，塚越千紘
塚田絢香，津野美香，椿　康平，鶴　潤一郎
鶴岡勇輔，戸田由紀子，永井　翔，中村有博
浪花崇史，鍋島　玄，西野　潤，根岸亮三
畠山侑大，林　美佑，肥田幸一郎，平沼佳朗
廣野大司，藤川大輔，古屋純一，細谷京平
堀江正高，洪　性文，曲沼千裕，益田美沙輝
松本康佑，松本匡泰，眞室　光，三浦千佳
溝口智大，南　沙季，村元聡史，森　マリア
森川翔平，森脇拓也，諸留　陵，矢島広隆
柳澤直毅，柳瀬茉木子，山内嘉文，山口友輔
湯川慎太郎，吉岡　凜，萬屋　陽，和田将朋
渡邉翔陽，渡邊秀弥

（神奈川県） 秋元　陽， 浅野崇浩， 有近一幸
飯島健太， 石渡弘道， 今津哲也， 岩野侑子
上田　明， 臼沢　望， 恵谷陽介， 大多和秀幸
岡本龍多， 奥濱裕里恵， 小澤芽莉， 葛西孝嗣
神谷洋子， 河合佑亮， 川上也須子， 川田奈緒
齋藤春花， 酒井昭彦， 佐藤栄里子， 佐藤　哲

（平成 30 年 12 月 11 日～令和元年 5 月 30 日）
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塩野　楓， 住友寛和， 関戸大紀， 関谷　亮
髙橋一寿， 高橋和也， 滝沢隆太， 武内伸賢
田中友里絵， 千葉弘貴， 永井絢子， 中島麗奈
長谷川裕規， 早田優樹， 原　萌華， 藤田知慶
藤林征雄， 本間俊太郎， 前原勝洋， 牧田恭右
松井嵩昌， 丸尾亮太， 宮城暁未， 宗正憲和
森井浩太， 八木みどり， 八巻真美， 山本大輔
李　盛植， 若松怜子， 若森可奈， 渡辺顕正

（新潟県） Al-Omari Farah，岸本直隆
齋藤信平， 瀬尾憲司

（長野県） 安齋和憲， 太田千史， 大橋宗正
小林桃子， 坂西礼菓， 田中健太， 堀内信之介
山口千沙都， 山本恵里香

▼中部支部
（岐阜県） 大口景子， 北出　充， 北村　優
松田佳大， 三原理智

（静岡県） 熊谷真一， 桒原智美， 司馬　成
寺田貴久， 藤木倫太郎， 村埜美由紀

（愛知県） 伊藤麻友， 内田　光， 小川明敬
神谷雄二郎， 柴田拓矢， 杉木智哉， 鈴木睦人
内匠　悟， 中村美保， 中村有伽， 中村友美
野口敏英， 林　裕基， 丸山　久， 水越就之
水野裕文， 宮地健太朗， 村上直志， 安田　裕
横地　剛

（三重県） 土性博文， 中野恵太

▼近畿・北陸支部
（富山県） 立浪秀恭， 吉田佳世子
（福井県） 小澤京佑， 齋藤栄文， 脇内和美
（滋賀県） 上原美華， 坂本雄紀， 下村侑也
田野夏菜， 文村行宏

（京都府） 佐藤大志， 竹内仁史， 西村信弘
松田　舞， 宮本絵里加

（大阪府） 石井　暁， 井出翔太， 乾　志帆子
井上和也， 今川尚子， 上野美奈， 牛窪建介
上住隆仁， 荻野一樹， 梶野晃佑， 角野公紀
可児美沙子， 岸田紘一， 栗本卓武， 河野謙人
小坂　怜， 斉田瑠加， 齊藤　晋， 坂口あゆみ
高岸美奈， 巽　秀人， 谷口雅俊， 鄧　信

徳山貴子， 中薗裕人， 中野剛一， 畔堂佑樹
黄　尭， 古河利記， 益山純一， 松本佳輔
水原拓也， 森脇信吉， 山西博久， 吉田しのぶ
吉峰茂樹， 劉　海濤

（兵庫県） 市川雄一， 梅本奨大， 大月香奈
小野真太郎， 河原一之， 富　葵， 中野喜恵
西海俊孝， 幡井啓二， 宮地恭祐， 迎　幸子
森岡佳樹， 守山里奈， 渡邊裕香

（奈良県） 浪花　拓
（和歌山県） 南方悠佑

▼中国・四国支部
（岡山県） 石橋　啓， 黄野頂策， 柴田　宏
寺尾晃一， 徳善貴大， 長塚弘亮， 廣瀬泰良

（広島県） 安達　真， 重平哲哉
（山口県） 原田　和
（徳島県） 小谷朋大， 武川香織， 西川泰史
宮城　茜

（香川県） 新開果菜， 美濃由美
（愛媛県） 野口優里
（高知県） 陰本ほのか

▼九州支部
（福岡県） 池本壮志， 岩﨑一真， 岩鍋将太郎
上野結衣， 江頭優希， 大木隆士郎， 大羽陽樹
岡田麻希， 小篠政之， 甲斐貞子， 加藤孝実
古賀由紀， 後藤　碧， 齋藤義揮， 島田一誠
志波智樹， 高橋祐介， 髙橋良輔， 陳　柏蓉
月俣育美， 鄭　継祥， 中垣龍太郎， 長野香奈美
林田裕貴， 藤原嗣正， 松中　健， 山下総太郎
山地晃二郎， 吉松真一郎， 六田麻穂

（佐賀県） 内田奈央子， 大家由香， 松尾勇弥
（長崎県） 池田智子， 高田優衣， 野原麻幸加
原田沙織， 福田知美， 松島　梢， 山本英幸

（熊本県） 池永一行， 織田祥太， 甲斐鈴菜
釜賀美紀， 北原佑樹， 佐藤いずみ， 須﨑杏奈
瀬戸雄行， 鶴田敏弘， 豊田大輔， 松江光弘

（宮崎県） 切通彩深
（鹿児島県） 大迫梨穂， 河野里香， 米山千尋

（以上 472 人）
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広報委員会からのお知らせ

　昨年度に引き続き加来敏男が委員長を務めます．
広報委員会のメンバーは以下の通りです．

委員長：加来敏男　副委員長：塩田　真
委　員： 山森徹雄，今　一裕，内藤宗孝，十河基文

村井健二，友竹偉則，添島義樹

　広報委員会はニュースレターとホームページを通
じて会員の皆様に学会の情報を素早く正確に伝達す
るよう努力致します．引き続き，広告可能な専門医
取得に向けて広報の立場からサポートしていく所存
です．ご意見，ご要望等ございましたら，以下の連
絡先にご連絡ください．

〒 871-0057　大分県中津市三ノ丁 1278-3
医療法人加来歯科　加来敏男
電話：0979-22-0708
ファックス：0979-22-1688
メールアドレス：info@kakudental.com

インプラント学会 検索


